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２ 図のように，底面の円の半径が３㎝の円錐がある。次の（１）～（３）の各問いに答えなさい。
すい

（１）母線の長さが６㎝のとき，側面のおうぎ形の中心角の大きさを

求めなさい。また，円錐の表面積を求めなさい。 図

（２）側面のおうぎ形の中心角の大きさが２４０°のとき，母線の長さを求めなさい。

（３）図のような円錐を画用紙で作ることにする。母線の長さが何㎝より長ければ円錐を作ることができる

か。考え方を説明し，その母線の長さを求めなさい。

３ ㎝



２ （１）底面の円の半径が３㎝より，底面の円周は６π㎝だから，側面のおうぎ形の弧

の長さも６π㎝である。母線の長さが６㎝だから，半径６㎝で弧の長さが６π㎝

のおうぎ形の中心角を x °とすると，

x
６π＝２π×６×

３６０

これを解いて，x ＝１８０°より，中心角の大きさは，１８０°

１
表面積は，π×３２ ＋π×６２ × ＝ ９π＋１８π

２

＝２７π（㎝２）

（２）母線の長さを x ㎝とすると，

２４０
２π× x × ＝６π より，

３６０

３
x ＝３× ＝４．５（㎝）

２

（３）円錐が作れるということは，おうぎ形の中心角が３６０°より小さいときで

ある。中心角が３６０°になるときは，母線の長さが底面の半径の長さ３㎝と

等しいときだから，母線が３㎝より長ければ，円錐を作ることができる。


